
通

信

先
生
に
告
白
致
候
殊
に
申
上
惡
き
こ

と
に
候
繪
を

畫
く
た
め
學
業
を
粗
末
に
し
て
は
な
ら
ぬ
と
は
常

に
承
り
居
り
な
が
ら
終
々
三
度
の
飯

よ
り
も
好
物

な
繪

の
た
め
に
先
般
の
學
年
試
驗

に
失
敗
致
候
そ

れ
は
自
己
の
本
分
も
忘
れ
て
た
ゞ

一
圖

に
專
問
家

た
ら
ん
と
致
し
居
候
故
に
候
先
生
に
は
さ
ぞ
馬
鹿

な
奴
と
御
笑
ひ
の
こ
と
ゝ
存
候
が
小
生
は
今
度
は

大

に
覺
醒
致
し
候
間
御
安

心
下
さ
れ
た
く
候

い
づ

れ
東
京

へ
修
業
に
參
り
候

上
は
傍
ら
水
彩
畫
研
究

所

へ
入
學
し
生
涯
の
娯
樂
と
し
て
繪
畫

を
學
ふ
こ

と
は
慈
愛
深
き
父
も
快
よ
く
許
し
呉
れ
候
間

此
上

は
專
心
自
己

の
本
分
た
る
學
業
に
勤
め
東
京

へ
參

る
ま
で
は

ス
ケ
ツ
チ
ブ
ツ
ク
位
ひ
を
相
手
と
し
て

學
業
の
餘
暇
を
愉
快
に
使
用
致
し
た
く
存
居
候
頓

首　
　
四
月
十
日
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生

寄

書

四
月

の
月
次
會

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
木

炭

の

屑

僕

の
御
役
目

の

や
う
な
事
に
な

つ
た

か
ら
、
例

に

よ

つ
て
日
本
水
彩
畫

會
研

究
所

四
月
例
會

の
景
况

を
御

報
致
さ
う
。
會
は

四
月

の

二
十
六
日

に
開
か

れ
た
、
午
前

の
う
ち
は
大
下
先
生

の
ス
ケ
ツ

チ

に

就

て

の
講

話
が
あ

つ
た

、
僕
は
半

分
頃

か

ら
聽

講

し

た

の
だ

か
ら
爰

に

御

紹

介
す

る
こ
と
は

出
來

ぬ
、
質

問
な
ど

も
出

て
中

々
有
益

と
思

つ
た

。
是
れ

か
ら
毎
月
第

四
日
曜
日

に
は
水

彩
畫

と
透
視
畫

と

の
講
話
が

あ
る
そ
う
だ

。

午
後

一
時

、
階

上
の
陳

列
室

は
開

か
れ
た
。
上

つ

て
見

て
驚

い
た
、
大

小

二
百
五
十
餘
點

の
水

彩
畫

が
ズ

ラ
リ

と
並

ん
で
居

る
、
折

か
ら
と
て
春

の
寫

生
が
多

い
か
ら
、
桃

に
櫻

に
菜

に
麥

に
、

紅

紫
黄

緑
色

さ
ま
ざ
ま

目

も
綾

に
こ
れ
見

よ
と
ば
か
り

に

光
彩

を
放

つ
て

ゐ
る
。
ど
れ

も
御
自
慢

の
作
で

、

ど
れ

も
亦
苦

心
の
作
で
あ

る
こ
と
は
言

ふ
迄

も
な

い
今
月
は
丸
山
先

生

の
小
笠
原
島

の
寫

生

も
澤
山

拜
見
す

る
こ
と
が
出
來

た
、

こ
ん
な
繪

を
見

る
と

僕

も
出
掛
け

て
徃

き

た

い
な

。
こ

の
間

の
大
磯
寫

生

行

の
諸
君

の
作

も
出

て
ゐ
る
、
御
手
近

の
江
戸

川

、

ち
と
遠

い
向

島
、
さ

て
は

上
野
、

や

ゝ
遠
方

の
小

金
井

の
花

も

一
堂

に
集

ま

つ
て
ゐ
る
。
程
な

く

丸
山
大
下
両

先
生

の
批
評

が
始
ま

る
。
後

ろ
に

起

立
し

て
そ
れ
を
聽

い
て
ゐ
る
御
仲
間
は
約

五
十

人

、
畫

室

の
こ
と

ゝ
て
風

通

し

が
惡

い
か
ら
中

々
蒸

暑

い
、

二
時
間

ば
か
り
で
批
評

が
濟

ん
て
、

夫

か
ら
出
品
者

一
人

よ
り

一
枚
宛
傑

れ
た
作
を

選

み
出
し

て
、
夫

れ
を
出
品
者

一
同
に
互

選

さ
せ
た
、

其

結

果
は
赤
城

君
が

一
等

で
、
相

田
君
が
二
等

、

鈴

木
君

が
三
等

で
、

一
等

は
寫

生
用
畫

架

、

二
三

等
は

ス
ケ
ツ

チ

ブ
ツ

ク

の
御
褒

美
が
出

る

の
だ
そ

う
な
、
僕

は
今

に
屹
度

取

つ
て
見

せ

る
。

や
が
て

着
席

、
幹
事

の
挨
拶

が
あ

つ
た
、
月

次

會

の
會
費

の
殘

り

が
十
圓

あ
ま
り

あ

る
、
秋

迄

に
は

二
十
圓

以

上
に
な

る
か
ら
、
此
秋

は
銘

々
僅
少

な
會
費

で

三
四
泊
の
寫

生
旅
行

を
す

る
の
だ

と

い
ふ
、
待
遠

し

い
話

だ
。
丸
山
先

生
は
小
笠
原
島

の
概
况

を
話

さ
れ
た
、
松
山
君

は
小

笠
原
島

の
山
羊

の
啼

聲

を

巧

に
眞
似

て
大
喝
釆
で

あ

つ
た
、
お
茶
に

お
菓
子
、

シ
ヤ

ン
ピ

ン
サ
イ
ダ

ー
に
鹽

煎
餅

、
中

々
御
馳

走

が
豐

富

だ
。

ム

シ
ヤ
ム
シ
ヤ
ガ
ブ
ガ
ブ

樂
し
き

一
日

は

か
く
し

て
終

つ
た
。
失

敬
！

轉

居

東
京
赤
坂
區
福

吉
町

一
番
地

甲
十

八
號
野
村
方

　
　
　
高

橋

松

治


